
東部教育事務所
学力向上の取組
「東部地区学力向上総合プロジェクト」１０の事業

１ 未来へつながる学びを支援する訪問
２ 授業エキスパートを目指す授業研究会
３ 英語教育に係る事業
４ 重点支援（学力向上サポート）
５ 学力向上プロジェクト教員の配置
６ 「未来を生き抜く人財育成」学力保障スクラム事業
７ 学力向上研究校指定事業
８ 東部地区学力向上推進協議会
９ 学力向上推進のためのホームページコンテンツの充実
10 優れた指導技術の共有・普及



本日紹介する内容

❶未来へつながる学びを支援する訪問について
❷授業エキスパートを目指す授業研究会について
❸全国学力・学習状況調査を活用した授業改善動画について
❹埼玉県学力・学習状況調査の活用について



❶未来へつながる学びを支援する訪問
★各市町の課題に応じた教科で実施
★小学校１回、 中学校（指導案検討＋授業研究会）2回

《参加者の感想から観られる教師の学びの視点》
・国の動向
・各市町の実態や課題の把握
・主体的・対話的で深い学びの授業改善の理解
・個別最適な学びと協働的な学びの理解
・教科の特性や小中の系統性
・教師の支援、発問、見取りなどの指導技術
・新たな発想や授業構想
・ねらいに迫るためのICTの活用

教師も 「主体的・対話的で深い学び」を︕
ぜひ、積極的に御参加ください。

東部教育事務所HPに
報告書を掲載しています。



❷授業エキスパートを目指す授業研究会について

★令和7年度実施教科

小学校【国語】 実施済み
【外国語】 2月１８日（水）
【生活】 実施済み

中学校【社会】 １月３０日（金）
【技術】 １月２８日（水）
【道徳】 実施済み

東部教育事務所HPに
報告書を掲載しています。



❸全国学力・学習状況調査を活用した
授業改善動画について

東部教育事務所HPに
報告書を掲載しています。

動画が完成したら一部を掲載します。

★研修等でご活用
ください。
2月上旬に事務連絡を発
出いたします。



❹埼玉県学力・学習状況調査の活用について
〇発表資料内における埼玉県学力・学習状況調査を活用している場面
各種帳票を活用した実態把握

一人一人の変容や伸びの分析

・結果を分析し、『各帳票』を活用す
ることで、自校の強み、弱みを適切に
把握し、授業改善に生かしている。
・一人一人の変容や伸びを分析し、
授業改善に生かしている。



❹埼玉県学力・学習状況調査の活用について
〇東部教育事務所において （学校訪問等での支援）



❹学力を伸ばしている学校（県学調）の取組の紹介

東部教育事務所HPに
報告書を掲載しています。

★児童生徒の学びの視点
●必要に迫られた対話 ●心理的安全性の高い集団 ●基礎・基本の定着

A校 「切り返しの発問」によって生徒に疑問をもたせたり、深く考えさせたり
することを意識している。

B校 生徒間の人間関係、生徒と教師の関係がよく、生徒が学びに向かう意
欲が高い。また、協働的な学びにおいて、生徒が自分の考えを安心して
言い合える環境ができている。

C校 基礎的・基本的な学力の定着を図るため、授業の冒頭を使って帯活動
（国語︓四字熟語、数学︓計算、英語︓英作文など）を年間を通じて
行っている。



❹学力を伸ばしている学校（県学調）の取組の紹介

東部教育事務所HPに
報告書を掲載しています。

★教師の学びの視点
●相互授業参観 ●研修体制の工夫 ●小中連携

D校 相互授業参観を行い、仲間の助言を自身の授業に生かしている。「相
互授業参観シート」を活用し、授業者の授業のポイントを事前に把握し
た上で授業を参観し、授業後に授業者へフィードバックしている。

E校 ビデオカンファレンスを行い、授業力向上を図っている。教科の枠を超え
てチームを編成し、代表授業者の授業の様子をビデオ撮影したものを基
に、授業のポイント解説やグループ協議を行っている。

F校 中３英語については、生徒の実態に応じ、かみ砕いた説明を意識した。
先生方には小学校の外国語活動の授業から学ぶことを意識させた。



御清聴ありがとうござ
いました。

コバトン


